
④⽔辺林・緩衝帯

４．⽔辺林・緩衝帯 31

対策前

土砂等の
流入

土砂等

●⽬標
湿原に流⼊する⼟砂量の軽減

●対策の効果
⽔辺林を整備することにより、
⼟砂を捕捉し湿原に流⼊する⼟
砂量を軽減するとともに、多様
な⾃然環境の復元・修復を図る。

（細粒⼟砂） 5 20㎥ 軽減

●実施内容
基盤造成 600m
植栽 600m

現存の⽔辺林を保全 ⽔辺林・緩衝帯
対策後

多様な植生

植 物 種

・植栽する場合は、周辺の
自然林の種構成を踏まえ
在来種を導入する。

土砂等の
負荷軽減

土砂等土砂等の捕捉

基 盤 造 成

・植物が侵入しやすいよう
に、牧草の除去、客土等
の基盤造成を行う。

・造成中の土砂生産を極力
抑えるため、降雨の少な
い時期に基盤造成を行う。

土砂流出の軽減

・河川沿いに連続した水辺
林・緩衝帯をつくること
により、河川に流入する
土砂等を軽減する。

４．⽔辺林・緩衝帯
４－１．概要
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No.11帯工

No.1落差工

四号川

No.2落差工

水辺林 予定区間

①

④流末箇所の状況

⑤河道の状況
⑤

②背後地の状況

②

③背後地の状況

③

約350m

①全景

中久著呂川

No.3落差工

No.12帯工

水辺林 予定箇所

④

樹木・草本

現況河川

河川敷地

写真撮影位置

４．⽔辺林・緩衝帯
４－２．実施予定区間の状況①
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水辺林 予定区間

②背後地の状況

③

③背後地の状況

②

①全景

⑤流末箇所の状況

④

250m
水辺林 予定区間

樹木・草本

現況河川

河川敷地

写真撮影位置

⑤

①

④河道の状況

４．⽔辺林・緩衝帯
４－２．実施予定区間の状況②
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樹木成長後

施工直後

高木種
ハルニレ、ヤチダモ、ドロノキ、ケヤマ
ハンノキ、シラカンバ、ダケカンバ

中低木種
ハシドイ、エゾノウワミズザクラ、
カラコギカエデ、ネムロブシダマ

高木 高木

中低木

４．⽔辺林・緩衝帯
４－３．整備内容①
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採草地

サークル
中低木

サークル
高木

沈砂池

側溝

シカ侵入
防止柵

４．⽔辺林・緩衝帯
４－３．整備内容②
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備 考R10R9R8R7R6R5項 ⽬

基盤造成
⼯

事
R10以降
も継続植栽

R10以降
も継続⼟砂堆積量

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

４．⽔辺林・緩衝帯
４－４．今後の予定
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⑤湿原流⼊部⼟砂調整地

38５．湿原流⼊部⼟砂調整地



久著呂川

「基図」は北海道地図株式会社作成の「釧路湿原国立公園」を使用

事業実施
箇所

事業の目標 湿原に流入する土砂量を現状から4割軽減

目標達成の

ための

具体的手法

森林の再生
河道の

安定化対策

水辺林・

緩衝帯

の整備

排水路合流部

沈砂池の

設置

河川沿いの

土砂調整池

の設置

湿原流入部

土砂調整地

の設置

現

象
生産土砂増加 掃流力増加 氾濫頻度の減少

課

題
湿原へ流入する土砂量の増加

湿原における土砂堆積

湿原植生の変化

課題と事業の目標（久著呂地区）

要
因面開発 河道のショートカット・固定 河道断面の確保

 久著呂川では流域の開発や河道整備に伴い、湿原へ流入する土砂量の増加がみられた。

 湿原流入土砂量を現状から4割軽減※することを目標に、実施計画（H18）策定以降、対策が進められている。

 湿原流入部土砂調整地は、細粒土砂の捕捉を目的に整備を行い、土砂調整地完成後にモニタリングを継続している。

※1 土砂流入対策実施計画［久著呂川］（平成18年8月）

39５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－１．湿原流⼊部⼟砂調整地の概要

←久著呂川

人工ケルミ

左岸土砂調整地

越流部

越流部

表1 湿原流入部土砂調整地スケジュール

久著呂川旧川

 湿原流入部土砂調整地を設置することで、湿原に流入する細粒土砂を軽減する。

 平成21年に左岸土砂調整地設置後、左岸の土砂調整地による軽減効果は年間で約3割となった（H30時点での評価）。

 令和元年に右岸土砂調整地が完成し、左右岸の土砂調整地による軽減効果は年間で約4割となった（R5時点での評価）。

右岸土砂調整地

平成29年空中写真

令和
7年度

令和
6年度

令和
5年度

令和
4年度

令和
3年度

令和
2年度

令和
元年度

平成
30年度

平成
29年度

平成
28年度

平成
27年度

平成
26年度

平成
25年度

平成
24年度

平成
23年度

平成
22年度

平成
21年度

平成
20年度

平成
19年度

平成
18年度

実施計画策定（H18.8）

左岸土砂調整地施工

完成

モニタリング 評価

完成
右岸土砂調整地施工

人工ケルミの構造

評価

40５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－２．湿原流⼊部⼟砂調整地の事業実施状況



 久著呂川および左右岸土砂調整地において、実施計画に基づいたモニタリング調査を行っている。

モニタリング内容 （令和6年度）

令和6年度
調査時期

調査項目
モニタリング
時期・頻度

モニタリング
項 目

モニタリングの目的
実施計画の
目 標

採泥器設置 : 8/1
採泥器回収 : 10/2

サンプリング期間 : 
8/1～10/2

（左右岸ともに同日）

土砂トラップ調査洪水後堆積土砂量

調整地における
土砂捕捉量の把握

湿原への土砂
流入量の軽減

乾燥減量、密度試験
粒度分布、強熱減量

洪水後堆積土砂分析

総窒素、総リン

8-11月
(10分間毎連続観測)

水位観測

平水時、洪水時流量・流砂量
代表地点における
流量・流砂量の把握

8-11月
STIV※による流量観測
（30分毎に撮影）

流量観測

－浮遊砂量（SS）調査

【モニタリング結果の活用方法】

・出水時における湿原流入部土砂調整地の効果発現状況の把握に活用する。

・今後の事業効果の評価に向け、年間を通じた土砂軽減効果を算定するためのシミュレーションモデル構築に活用する。

※STIVは、ドローン等で撮影した映像から流速を計測し、流量を算定する手法

41５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－３．令和6年度のモニタリング内容

←久著呂川

左岸土砂調整地

越流部
越流部

久著呂川旧川

右岸土砂調整地

左岸越流部地点
（水位）

右岸越流部地点
（水位）

土砂調整地下流地点
（水位・流量）

土砂調整地上流地点
（水位・流量）

平成29年空中写真 流量水位観 測 地 点

◯◯光橋(下久著呂観測所)

◯◯土砂調整地上流

◯越流部（左岸・右岸）

◯◯土砂調整地下流

凡 例
採泥器設置箇所（土砂トラップ調査）

観測地点

調査地点位置図

人工ケルミ

土砂調整地上流

左岸土砂調整地

右岸土砂調整地

右岸越流部

土砂調整地下流

調査地点位置図（広域図）

下
久
著
呂
水
位
・流
量
観
測
箇
所

左岸越流部

42５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－３．令和6年度のモニタリング内容
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奥久著呂 雨量(m) 左岸土砂調整地越流部の水位 右岸土砂調整地越流部の水位

左岸土砂調整地 越流堤高 右岸土砂調整地 越流堤高

図2 水位観測結果

［水位観測］

 今年度は土砂トラップ設置期間中の8月に3回、9月に1回、河川水位が越流堤高を超え土砂調整地内に流入した。

 土砂トラップの設置期間中には4回の越流が見られた。

右岸越流堤高
EL=10.14m

設置期間ピーク雨量
15mm (8月9日2時）

越流③ 越流⑤ 越流⑥

土砂トラップ調査期間：8/1～10/2

越流① 越流② 越流④

左岸越流堤高
EL=10.00m

43５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－４．令和6年度のモニタリング結果【⽔位観測結果】
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光橋（下久著呂観測所） 土砂調整地上流 土砂調整地下流

［流量観測］

 光橋(下久著呂観測所)、土砂調整地上流、土砂調整地下流で流量観測を実施した。

 今年度の土砂トラップ設置期間の出水ピーク流量は8月31日に発生し、23.6m3/s(土砂調整地上流)、10.6m3/s(土

砂調整地下流)となった。

図1 流量観測結果

表2 各年のピーク流量一覧（m3/s）表1 8/31出水時ピーク流量（m3/s）

土砂トラップ調査期間 ：8/1～10/2

調整地
下流

調整地
上流

光橋調査年

15.225.793.6H25

10.723.675.7H26

11.421.535.3H27

11.739.5(欠測)H28

12.618.443.7H29

12.116.723.5H30

15.021.747.4R1

10.116.820.7R2

10.118.111.4R3

10.023.842.3R4

10.223.741.2R5

10.623.631.7R6

11.622.842.4平均

調整地下流調整地上流光橋発生日

10.623.631.78/31

44５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－４．令和6年度のモニタリング結果【流量観測結果】



［土砂トラップ調査］左岸土砂調整地

 左岸土砂調整地の堆積厚は、最大で約1.2cm程度となった。

 また、土砂トラップ設置期間における左岸土砂調整地堆積土砂量は40m3であった。

図1 左岸土砂調整地堆積厚分布図（現地計測値）

表1 左岸土砂調整地 堆積土砂量（m3）

越流
期間

（時間）

ピーク
流量

（m3/s）

堆積
土砂量
（m3）

年

－25.7242H25

－23.6124H26

－21.5249H27

186039.52429H28

6918.45H29

4316.73H30

14721.76R1

5816.82R2

2418.19R3

45623.8235R4

16023.742R5

10523.640R6

（ピーク流量は土砂調整地上流地点の値）

（越流期間は土砂トラップ期間中の集計）

※2 表1の越流期間は越流部の水位観測と越流敷高の関係により算定。越流部の水位観測はH28から開始している。
※1 調整地内で地盤高が高く、土砂堆積が見込めない箇所は調査から除外している。

※1

※1

※出水時には越流部のほか、調整地下流側からも流入

45５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－４．令和6年度のモニタリング結果【⼟砂トラップ調査結果】

［土砂トラップ調査］右岸土砂調整地

 右岸土砂調整地の堆積厚は、最大で約1.9cm程度であった。

 また、土砂トラップ設置期間における右岸土砂調整地堆積土砂量は41m3であった。

図1 右岸土砂調整地堆積厚分布図（現地計測値）

表1 右岸土砂調整地 堆積土砂量（m3）

越流
期間

（時間）

ピーク
流量

（m3/s）

堆積
土砂量
（m3）

年

12621.715R1

3416.814R2

2718.131R3

28423.893R4

12623.746R5

8823.641R6

※表1の越流期間は越流部の水位観測と越流敷高の関係により算定。越流部の水位観測はR1から開始している。

（ピーク流量は土砂調整地上流地点の値）

（越流期間は土砂トラップ期間中の集計）

46５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－４．令和6年度のモニタリング結果【⼟砂トラップ調査結果】
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 土砂トラップ期間中の流下土砂量（土砂調整地上流地点）は、約238m3であった。(流量－浮遊砂量の関係式を用いて算定)

 このうち、左右岸の土砂調整地内に堆積した土砂量は 約81m3 であり、期間中の土砂軽減効果は約3.5割となり、土砂調整地

の効果が発現された。

図2 通過土砂量と堆積土砂量

• 令和6年8月出水では土砂調整地上流地点の通過土砂量約238ｍ3の

うち、約81ｍ3が調整地内に堆積。

左岸土砂調整地

右岸土砂調整地

右岸調整地堆積土砂量： 41m3

左岸調整地堆積土砂量： 40m3

ピーク時流量：
23.6m3/s

土砂トラップ調査期間 ：8/1～10 /2

図1 流量と流下土砂量（調整地上流地点）

47５．湿原流⼊部⼟砂調整地
５－４．令和6年度のモニタリング結果【⼟砂トラップ調査結果】

⑥排⽔路合流部沈砂池

６．排⽔路合流部沈砂池 48

（事務局報告）


